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【手続補正書】
【提出日】平成26年10月6日(2014.10.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生体試料中の赤血球が溶血され、白血球の核酸が核酸染色性の蛍光色素によって染色さ
れた測定試料を調製する工程と、
　調製された測定試料に光を照射し、該試料中の粒子から生じる散乱光強度および蛍光強
度を測定する工程と、
　取得した散乱光強度および蛍光強度に基づいて、前記生体試料中の白血球を少なくとも
好中球を含む集団と好酸球を含む集団とに分類する工程と、
　前記好中球を含む集団と前記好酸球を含む集団との間に存在する粒子を、活性化好中球
として検出する工程と
を含む、活性化好中球の検出方法。
【請求項２】
　前記検出工程において、蛍光強度が前記好中球を含む集団以下であり、且つ散乱光強度
が前記好中球を含む集団と前記好酸球を含む集団との間である粒子を前記活性化好中球と
して検出する請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記好中球を含む集団が、さらに好塩基球を含む請求項１または請求項２に記載の方法
。
【請求項４】
　前記活性化好中球が、細胞質において空胞変性が生じている請求項１～３のいずれか１
項に記載の方法。
【請求項５】
　前記活性化好中球が、ＲＯＳ産生能が亢進している請求項１～３のいずれか１項に記載
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の方法。
【請求項６】
　前記検出工程において、前記好中球を含む集団と前記好酸球を含む集団との間に存在す
る粒子を計数する請求項１～５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記検出工程において、前記計数した値が所定の値よりも大きい場合に、前記粒子を活
性化好中球として検出する請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記測定試料中の赤血球が、界面活性剤により溶血されている請求項１～７に記載の方
法。
【請求項９】
　前記界面活性剤が、ノニオン性界面活性剤およびカチオン性界面活性剤から選択される
少なくとも１つである請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記散乱光強度が、側方散乱光強度である請求項１～９のいずれか１項に記載の方法。
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